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側壁や地すべり防止柵の基礎部に設置した。（写真１，２）使用した計測器は、地震計
は Mark Products 製の L-4C-3D で、固有周期１秒の３成分一体型である。また、収録
装置は白山工業製の LS7000XT(LS7000)を用い、100Hz サンプリングで 2GB の CF カード
に収録、電源は自動車用バッテリー２個にて駆動した。図２に中越沖地震余震観測臨
時観測点の分布を示す。京大の担当した観測点は南東部の青丸で示している。今回の
臨時観測も、能登半島地震と同様に約２週間に一度、データ回収（ＣＦカード交換）、
バッテリー交換を行った。８月 22 日伊藤，片尾両先生，平野さんとの雨の中での撤収
をもって、今回の新潟県中越沖地震臨時観測は終了した。 
 
 
 
 
写真１ 地震計設置状況１（黒袋で覆われている
のが地震計，ブルーシートで包んでいるの
がデ- 
 
写真２ 地震計設置状況２ 路肩の崩落防止コ
ンクリート壁上 
